
消費税簡易課税区分　間違えやすいポイント

● 他から仕入れた商品を、「加工することなく」販売する場合は、第1種又は第2種事業
　（事業者向けは第1種、消費者向けは第2種事業）
● 材料・商品等を「加工して」販売する場合は、第3種事業
● 飲食業は第4種事業
● 事業用固定資産等（建物・車両等）の売却は、第4種事業。
● 本体付随事業（段ボール、副産物、加工屑の売却等）は、本体と同じ区分。
 
◆小売り業（第２種）
	事業の内容
	事業区分
	理由

	
● 農業 ・ 林業 ・ 漁業

　※ 令和元年１０月１日から変更　　　　　
			
	・飲食料品の譲渡を行う部分に限る

・自家消費
	第２種
（８％）

	軽減税率　導入に伴う見直しにより ３種から２種へ変更
　　　

	
	・２種事業に区分
されるものを除く
果物狩りなど

	第３種
（10％）
	

	
	・果物狩りの持ち帰り分
	第２種
（８％）
	




◆製造業、建設業（第3種）
	事業の内容
	事業区分
	理由

	
● 製品の製造販売
● 建設の請負工事・改修工事
● 上記付随事業（加工屑・副産物等の売却）
			
	材料を自ら購入
	第3種
	製造

	
	材料を無償支給
	第4種
	役務の提供

	製品の修理
	第5種
	修理はサービス

	製品の取付けに係る手数料
	第5種
	手数料はサービス

	建設物の解体工事、足場の組み立て
	第4種
	役務の提供



· 余剰電力の売却　３種

◆飲食業（第4種）
	事業の内容
	事業区分
	理由

	店内での飲食 ・ 出前 ・ 宅配
（店内酒等自販機販売含む）
	第4種
	出前・宅配は、店内飲食の延長

	テイクアウト （※） 自社で製造しテイクアウト
	第3種
	商品を作って販売

	お土産品の販売
	第2種
	商品を加工することなく販売（消費者）


（※）移動販売のように、店内飲食スペースがない場合の宅配、テイクアウトは第3種事業
なお、「食品業」は、第1種or第2種事業となります。
仕入れた商品を業者がテイクアウトした場合は第１種。消費者がテイクアウトした場合は第２種。（仕入れた商品か、自社で製造した商品かによって、同じテイクアウトでも区分が変わります。

	軽微な加工（切る、つぶす、乾かす）をする場合
	第1種or第2種事業に含む

	上記以外の加工（煮る、焼く）、例　惣菜販売など
	第3種事業




◆ホテル、宿泊業（第5種）
	事業の内容
	事業区分
	理由

	宿泊代
	第5種
	サービス提供

	レストラン、飲食店
ホテル等のルームサービス・客室内冷蔵庫
	第4種
	飲食業。ルームサービス等もレストランの延長

	お土産品販売・自販機収入
	第2種
	商品を加工することなく販売（消費者）


 
◆医療業（第5種）
	事業の内容
	事業区分
	理由

	通常の自由診療収入
	第5種
	サービス提供

	中古医療機器の売却収入
	第4種
	事業用固定資産の売却

	歯ブラシ・健康食品・福祉用具の販売
	第2種
	商品を加工することなく販売（消費者）




◆不動産業（第6種）
	事業の内容
	事業区分
	理由

	
他から購入した不動産
（棚卸資産）の販売
			
	販売先が事業者
	第1種
	商品を加工することなく販売

	
	販売先が消費者
	第2種
	

	自己が建設した建売住宅の販売
	第3種
	建設業

	リフォーム・原状回復工事
	第3種
	建設業

	不動産の賃貸・管理・不動産取引仲介（住宅貸付は非課税）
	第6種
	不動産業


 

◆自動車業
	事業の内容
	事業区分
	理由

	
● 車・中古車の販売
● タイヤ・オイルだけの商品販売
　  　（工賃は無償）

	販売先が事業者
	第1種
	商品を加工することなく販売

	
	販売先が消費者
	第2種
	

	塗装・板金・部品の取替
	第5種
	サービス提供

	自動車の整備（部品交換代も含む）
	第5種
	サービス提供

	タイヤ・オイル交換等の工賃 （区分している場合）
	第5種
	サービス提供

	車検等の代行手数料
	第5種
	サービス提供


 
 

